2015年前期　上海国際合氣道愛好会審査要求
· 道場長より選出された模擬審査参加候補者は、個人の希望申告により、模擬審査を受験する。

模擬審査合格者は本審査に参加できる。受験者は審査前に稽古数を満たさねばならない。
模擬審査合格後～本審査の期間も、定期的に稽古に参加すること。

当会での審査受験者は、通常の稽古はもとより道場長・指導部長の指導日にも出席し、技/理念を学ぶこと。

2015年度前期昇級審査　4月27日（日）　　　 模擬審査: 3月22日（日）
◎稽古数：　　　指導部の資料に基づく。たゆまず稽古に参加した者。見稽古は１回　０．２５日とみなす。

　　　　　　　　　　長期稽古休止者の稽古数換算　　過去6ヶ月→半分、1年以上前→ゼロ　

◎奨励：　＋少年部の指導応援。　　＋道場運営のボランティア協力
（会計業務、設備品購入・設営、日々の道場設営準備撤収、ＨＰ維持、翻訳、講習会・演武会・宴会準備等）
◎減点：　－土・日曜日稽古で遅刻早退した者の稽古日数は０．５とする。（残業、授業参加者は対象外）
－消極的な稽古態度（自分より上の者につかない。３人一組で稽古をする、同じ人とだけで稽古等）
　　　　　　－遅刻、早退（出勤、授業以外での頻繁な遅刻、早退で畳を運ばず、雑巾がけもしない。）
　　　　　　－道場規則を守らない。（当会道場規則・細則を参照のこと）
　　　　　　－稽古費用の滞納　
◎　減点（－）は各稽古数より減数処置とする。　
★当道場規定稽古数

５級→４級　４０日、 ４級→３級　5０日、 ３級→２級　６０日、 ２級→１級　８０日、１級→初段　１００日
· 初段審査資格：1級取得後、稽古日数100日、たゆまず稽古に参加。

当会入会後1年以上稽古参加者。武器稽古参加（1-7太刀、1-5組太刀、３１杖）

少年部補佐、日本語用語、作文、日々の稽古で有段者との稽古機会をもつこと。
当会の各種行事（講習会、有段者稽古、演武会等）に積極的に参加すること。
当会の歴史と成り立ちを学び、理念に賛同し協力できること。

· 弐段以上の審査資格：合気会本部道場審査要項に準じて、道場長が審査参加者を選出する。

当会入会後1年以上稽古参加者。

· 上記の条件を満たし、本人の心・技・体が受験段級レベルに達していること。　
